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１ T-baseにおける遠隔授業の実践
①北海道の課題とT-baseの設置目的
②T-baseの主な活動
③T-baseの遠隔授業実践

２ Leafシステム利活用の展望
①英語科の実践計画
②数学科の実践計画
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学校数 中卒者数

S63 : 92,222人

R5 : 41,178人

R13 : 36,312人

H8 : 244校

R5 : 187校

北海道内の中学校卒業者数と高等学校数の推移

※募集停止校、中等教育学校、定通併置校除く
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平成８年度 令和５年度

学校規模別の道立高校数（第1学年の学級数）

学級数 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 計

H8 20 54 25 32 20 19 14 19 10 31 244

R5 55 27 21 21 23 13 14 13 0 0 187

※募集停止校、中等教育学校、定通併置校除く



校長・教頭・教諭・養
護

・４学級規模 ３０人
・３学級規模 ２５人
・２学級規模 １８人
・１学級規模 １０人

(※１学級規模は、
道単で２人加配）

教員配置数の減少

多様な世代と接す
る機会の減少
・同世代の多くの考え
方
に触れる機会の減少
・多くの教職員の指導
に
よる多様な見方や考え
方を学ぶ機会の減少

設置科目数の減少
・４学級規模 ４３科目程度
・３学級規模 ３６科目程度
・２学級規模 ３２科目程度
・１学級規模 ２８科目程度
※全日制普通科単置校の
普通教科・科目での比較
    (学校により相違あり)

・部活動の種類が限定
・サッカー、野球、吹
奏楽
など多人数の活動が
困難

部活動の停滞の
懸念

学校の小規模化による課題



北海道の教育課題とT-baseの設置目的

教育
課題

小規模校では、大学進学等の

進路希望に対応した

科目の提供が困難

大学進学を目指す生徒は

都市部の高校へ進学

設置
目的

生徒の都市部流出を防ぎ、

ふるさとの発展に貢献

する人材を育成

大学進学に対応した

科目を提供

地域にある地元の小規模校からの進学を支援
令和３年  北海道高等学校遠隔授業配信センター設置

受信校数 令和３年27校 令和４年29校 令和５年31校
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T-baseの授業を受けている道立高校（受信校）

受信校数

31校

地域連携校 29校
離島の協力校   2校

受講生徒数

861名

R6 ５月現在

配信授業数

週250時間

※地域連携校：１学年１学級の高校のうち、再編が困難であり、かつ地元からの進学率が高い高校



国語（古典探究）

地理歴史（地理総合、歴史総合、地理探究、日本史探究、世界史探究）

公民（公共、倫理、政治・経済）

数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、数学Ａ・Ｂ・Ｃ）

理科（物理基礎、生物基礎、物理、化学、生物、科学と人間生活）

芸術（音楽Ⅰ、書道Ⅰ）

外国語（英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ、論理・表現Ⅰ・Ⅱ）

情報（情報Ⅰ）

配信教科・科目数(R6) 8教科  29科目

・習熟度別授業の実施

⇒数学、英語

・合同授業の実施

⇒古典探究、数学Ⅰ、物理基礎

・年に２回、対面授業の実施

T-baseの対応

・全校で授業時間帯を統一
午前５０分開始、午後２５分開始

    １コマ５０分

・教科外教員や学習支援員が

授業をサポート

受信校の対応



模擬試験の講評 進路ガイダンス長期休業中の講習

T-baseによる進路支援

模試問題の分析

解法の概要

今後の学習ポイント

教員対象 5 回実施

・入試情報

・デジタルサービス活用方法

・小論文対策

生徒対象 6 回実施

・入試情報

・模試帳票の見方、勉強法

・看護・医療系セミナー

・公務員セミナー

R5 春期講習
  3日間 10講座

578名参加 (延べ)

R6 夏期講習
10日間 28講座

758名参加 (延べ)

R5 冬期講習
8日間 18講座

384名参加 (延べ)
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授業の様子①（書道）~クロマキー合成を利用~



授業の様子②（書道）
８



授業の様子③ （音楽）



授業の様子③（数学）～metalifeを利用した5校合同授業～



授業の様子④ （地歴） ～クロマキーで遺跡探検～



授業の様子⑤
（公民）～財務省主計局からの講師による
フューチャーデザイン授業～



８
授業の様子⑥ （物理） ～海外からの視察団に公開～



８
授業の様子⑦ （対面授業）



夏期講習の様子



成果と課題

・受信校において柔軟な教育課程の編成が可能

・地元の高校に通いながら大学進学などを目指すことが可能

・受信校教員、センター教員、外部講師との連携が深化

・Google Meet・Zoomの活用（在宅での受講）も対応可能

 (講習、荒天、インフルエンザ罹患時など)

・外部との連携

成果

・配信授業数拡大に伴う執務環境の整備 

・受講生徒数の多い授業での見取りと合同配信における授業調整

・対面授業の充実と出張先からの配信時間の確保

・対面授業に係る交通手段の確保

課題

授業実践レポート
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英語の使用例

導入として、使用する機能の練習を一通り行う

１



英語の使用例

個人 読解問題で解答根拠にマーカー

ペア共有 ペアで自分の解答について説明・確認

全体共有 生徒が全体で発表 OR 教員解答

BookRoll ログパレ

２



英語の使用例

ログパレにてマーカーや解答状況を把握

正答率の低いもののみを詳細説明

Speaking/Writing 表現活動の時間を確保

BookRoll ログパレ

３



英語の使用例

ハンドアウト毎の簡易的な振り返り

理解度の把握

自由記述欄を設けることも可能

（選択肢があった上で、その他欄での自由記述となるが）

アンケート機能を使って

問題から振り返りまで

１つのハンドアウト上で

実施・データ収集が可能

４



今後の使用について

・リコメンド機能を使ったヒントの提示

→つまづいた生徒への対応

・リスニング音源の提供

→自分のタイミングで何度も視聴可能

LEAFシステムと個別最適な学び

必要なデータへのアクセスが簡略化される

５
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数学の使用例

BookRoll

ペンストローク分析で解説の焦点化

増減表の書き方

微分の仕方

１



数学の使用例

BookRoll

リコメンドにヒントを作成

生徒が必要の有無を
自分で判断し利用

学力に応じた個別最適な学びの実現へ

２



数学の使用例

BookRoll

ページ機能でスモールステップの構築

前ページの略解

リコメンドの解説を参照確認後、次の問へ

３



夢は、地元でつかみ取る。

ご清聴ありがとうございました m(_ _)m
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